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研究成果の概要（和文）：明治前期の思想界をリードした明六社に注目し、その政治思想史的意義を解明した。
とりわけ、明六社が何を目指して結成されたのかについての調査と検討を行ってきたが、その結果、従来言われ
てきたような演説の結社であるという特徴以上に、明六社は討論する結社であろうとする所にこそ、著しい特徴
があったという理解に至った。彼等にとって、演説は討論を成り立たせるための手段であり、より重要なのは討
論だったのである。彼等は討論の意義を強く感じると共に、その難しさをも同時に認識していた。だからこそ、
有意義な討論が成立するための条件を模索し続けていた。本研究では、その軌跡を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：I examined the feather of “明六社” society. I examined mainly the purpose 
of organizing this society. This research and study has shown that “明六社” is able to be 
appreciated as society for discussion but as speech. The speech is also important in order to be 
realized discussion. They considered the condition for realizing discussion. I traced it.

研究分野：日本政治思想史

キーワード： 日本政治思想史　明治政治思想史　明六社　討論　西周　津田真道　阪谷素　福澤諭吉
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現代民主主義社会においては、討論を通じた合意形成の重要性自体は自明とされ、疑われることもない。しか
し、現実に行われている討論は形骸化し、原案を通すための通過儀礼、ガス抜きのための儀式に堕している側面
もある。そのようなものに成り下がった討論の実質化こそが民主主義の再生に重要であるという指摘があるが、
前途は多難である。このような状況において、明六社同人達による討論を成立させるための条件についての考察
を跡付けた本研究は、現代的な意義を有すると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

日本で初めて結成された学術結社として、明六社は近代日本思想研究において常に重視され

続けてきた。とりわけ、機関誌である『明六雑誌』に関しては、発行の経緯などの周辺情報も含

め、詳細に明らかにされてきた。しかし他方、明六社そのものについては未解明の部分も大きい。

『明六雑誌』に掲載された諸論考ついての研究は豊富にある一方で、明六社という組織そのもの

の実態については、大久保利謙らが明らかにした基礎的事項以外には、ほとんど手つかずという

のが実態である。残存資料の制約という問題があってやむを得ない部分があるものの、新史料の

発掘という課題の他、従来とは違った角度からの検討の必要性があると考えられた。明六社はこ

れまで、「ウェスタンインパクトの受容と反応」の先駆的な例という位相で捉えられ、画期性を、

しかも「啓蒙」などという不正確なキーワードによって強調されて理解され過ぎてきたからであ

る。史料不足によって実体解明が不十分だった部分が、「近代化」とか「啓蒙」といった安易な

ストーリーに頼ることによって埋められてきた感がある。しかし、明六社に参集した思想家が依

拠した西洋思想は、ベンサムや J.S.ミルなど、啓蒙思想を批判し乗り越えることで成立した次

代の思想家達であったし、彼ら自身は啓蒙という語をほとんど用いていなかった。そこでは、あ

る意味では学術結社であったとも言い得る江戸時代の私塾のような 18 世紀日本の経験は等閑視

されてきた。江戸の知的経験と比べ、明六社はどこまで画期的だったと言えるのだろうか。連続

と断絶について改めて検討する必要がある。また、明六社結成直後には、ほとんどタイムラグな

しに、共存同衆、洋学社といった学術団体が結成されている。そのような学術団体との比較なし

には、明六社の画期性、意義は、明らかにはなり得ないはずではないだろうか。本研究の出発点

には、以上のような問題意識が存在していた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、明六社を中心に据えて明治政治思想を捉え直そうとする研究である。明治思想にお

ける明六社の重要性は周知のことであり、機関誌である『明六雑誌』の諸論考に関する研究は厚

みをもって為されてきたが、明六社という団体そのものについては明らかになっていなかった。

演説会や運営の実態、雑誌廃刊以後の活動については、ほとんど手つかずの状態だったのである。

本研究は第一に、『明六雑誌』研究とは区別された明六社という組織についての研究であり、第

二にその基礎的な研究を踏まえた上で、明六社の実態を解明し、明治政治思想の捉え直しを試み

るという、新しい視角からする明六社研究であった。 

 

３．研究の方法 

従来の研究が依拠してきた西村茂樹の自伝や加藤弘之日記以外の、明六社の主要メンバーに

関する未公刊史料の収集と調査、通信員についての追跡調査を行うことによって、『明六雑誌』

廃刊以後の活動を含む明六社の全容解明を目指してきた。特に重視したのは、以下の３点である。 

第一に、明六社の成立過程、雑誌廃刊以後の明六社の活動実態についての調査である。従来か

ら重視されてきた西村茂樹の自伝、加藤弘之日記の綿密な読み直しに加え、これまでの研究で重

視されてきた、西村や加藤、森有礼以外の明六社同人、例えば、阪谷素や中村正直らの明六社と

の関わりに関心をもってきた。 

第二に、江戸の知的伝統についての調査と検討であり、とりわけ、江戸時代の私塾に注目した。

江戸に“society”の訳語としての「学術結社」はなかったのは間違いないとしても、18 世紀頃

から数多く結成され盛んに活動が開始された私塾は、ある意味では「学術結社」的な団体だった

とも言い得るのではないかという発想が根底にあった。古義堂や蘐園塾は、どこまで、明六社と



違う存在なのだろうか。どこまで明六社の前身に当たる存在として比較検討し得るのだろうか。

私塾と学術結社との間の連続と断絶について、改めて検討した。 

第三に、明六社同人達についての最新の研究成果を踏まえた検討である。近年、個々の思想家

についての個別研究は、著しく進んでいるが、それらの成果を明六社研究として位置付け直すと

いう作業は行われておらず、それが可能かどうかも不明な現状である。最新の個別研究の成果を

組み合わせて検討し直すことで、明六社の全容は、従来考えられていたイメージとどこまで違う

ものかと検討した。 

 

４．研究成果 

多くの史料調査を行ったものの、従来から知られている明六社の実態以上の知見を得ること

につながるような新史料の発見には至らなかった。しかし、明六社同人達が著した文章を丹念に

読み解くことによって、明六社を象徴するものとして位置づけられ続けてきた「演説会」の開催

は、必ずしも第一の目的とされていたわけではなく、「討論」を実現することこそが、明六社結

成の最大の目的であった側面があることが明らかになった。「演説」は、そのための足がかりに

なり得るものとして、注目されたに過ぎない。さらには、目標であった「討論」どころか、足が

かりに過ぎなかったはずの「演説」ですら、その目的を従前に達することができていないという

自覚を持つメンバーが多く、それゆえ彼等は、「討論」を実現させるための条件を深く考察する

という課題へと駆り立てられていったことが分かった。討論の条件の模索こそは、『明六雑誌』

廃刊以後まで含めて継続した明六社同人達の思想的課題だったのかもしれない。 

江戸時代の私塾との比較を通じ、明六社の特徴を問い直すという本研究の検討によって、明六

社の画期性は、従来よりも弱めに見積もることにつながりかねないという思わぬ結果に至

った。しかし他方、当時における新しさを強調する観点は、現代からみれば既に時代遅れで

あり、懐古趣味的に明六社を眺めるだけに終わる可能性もある。従来の明六社研究に無縁だ

ったとは言えない側面であろう。それでは、明六社研究は、狭い意味での歴史研究ではあり

得ても、思想史研究としては存立し難いものになってしまっている可能性もある。むしろ、

明六社の実際の意義を江戸の知的伝統の中に位置付けることを可能にした本研究は、単な

る新しさとは区別された、現代までをも含めたより広い思想史上の展開の中で明六社を捉

え返す地平を切り開くことにつながり得る。 

明六社という団体が明治期の政治思想史上に果たした歴史的意義を検討し続けることに

加え、「討論の条件」を模索し続けるものとして理解し直した明六社の知的営みを、現代の

民主主義論との関連で検討するような研究を、今後さらに進めていきたい。 
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